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研究成果の概要（和文）：本研究では、“高機能なｅ-Portfolio”システムを開発し、各学習者の意図・行為を時系列
的にモデル化した。社会的メディア・サービスを取り入れたインフォーマルな学習の教授学的調査・検討・モデル構成
、WEBベースの参画・協働学習支援のモデルの検討・構成、多次元型学習者動的モデリングに基づく高機能e-Portfolio
の理論構成および技術的実装を行った。最終年度では、“Social　Competences”の教育心理学的検討と教育工学的視
点からの育成モデルを構成した。

研究成果の概要（英文）：In this paper, we describe a method for developing a learning management system 
that encourages learner interaction by "the architecture of participation". "The architecture of 
participation" describes the nature of systems that are designed for user contribution. We developed a 
learning management system based on SNS (Social Networking Service). Our system models leaner's knowledge 
and "participatory attributes". Participatory attributes are computed based on learning activities in our 
learning management system. Our system also recommends other learner's blog entries as "sub-contents" 
based on the learner models. Sub-contents are constructed of user's entries and some comments for these 
entries. Our aim is that the recommended sub-contents make learners aware, not only of some yet unknown 
concepts to them, but also of other users. We describe our experimental system.
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１．研究開始当初の背景 
  インターネット・WEB 技術の発展に伴って，
教える者と学ぶ者との間において，多対多の
非対称的なコミュニケーションの形態が展
開されている．フォーマルな教育機関のみな
らず，インフォーマルな学習の場においても，
インターネット・WEB 環境・技術が取り入れ
られてきている．これまで，“e-Learning”
は，個別学習を前提とした学習場や学習資源
（コンテンツ等）を提供してきたが，学び手
に対して協働や相互主導性を重視した学習
支援といった視点からは，十分ではなかった． 
 
２．研究の目的 
  本研究は，これまでの研究成果（科学研究
費・基盤研究を主として）を踏まえて，より
社会性を重視したインフォーマルな学習活
動 を 支 援 し ， 幅 の 広 い 生 産 的 な 能 力
（competences）を育むための自由度の高い
学習環境を構築することである．その基盤を
ベースに，新しい学力観である“ Social 
Competences”滋養の教育工学的方法論を構
築する．そして，インフォーマルな学習組織
の構成・運営法を探求する. 
 
３．研究の方法 

本研究では，“学習の社会性を指向したイ
ンフォーマルな学習支援システム”の構築
と “Social Competences”に関わる教育プ
ログラムを開発する． 

様々な社会メディア・ツールを活用したイ
ンフォーマルな相互主導の WEB学習環境にお
いて，学習情報の授受は，非構造，非定型で
ある．また，学習組織（グループ）も固定的
なものではなく，必要に応じて構成，分散，
再構成という活動形態となる．目的，興味，
物理的環境によって，学習グループ構成は動
的に変動する．この変動に対応した学習場 
（人，コンテンツ，サービス）を動的に推薦・
提供するものである．個々人の活動履歴は，
興味，閲覧，検索したコンテンツとその理解，
接 触 し た 対 人 等 の ロ グ デ ー タ か ら
e-Portfolio を作成する．他者からの評価事
項もこの中に入れ込む．この多次元型学習者
動的モデリングによる高機能 e-Portfolioの
データ・ファイル構造と機能設計，そして内
容・活用法が極めて重要となる． 

ところで，Social Competences とは，“イ
ンターネット・WEB 技術を活用したネットワ
ーク社会における健全な利活用能力”概念で
ある．具体的な行為として，コミュニケーシ
ョン（対話力），社会的知性，チームワーク
力，社会的責任感，他者-事項との関係性，
共感，大局的視野と文脈理解，協調，自己管
理，適応，言語-表現力，指導性と誠意等，
多くの行為または能力が挙げられている
（ Allan ＆ Chisholm,2008 ， Male,Bush & 
Chapman,2006 他）．本研究では，主にコミュ
ニケーション（対話力），社会的知性，社会
的責任感，他者-事項との関係性，大局的視

野と文脈理解，協調，自己管理，指導性と誠
意，といった行為を学習活動ログデータから
マイニング・抽出し，学習活動の特性を同
定・評価する． 
 
４．研究成果 

Social Competences 滋養の参画・協働学習
支援システムの研究・実践のために,下記の 9
つの事項について取り組んだ． 

 
(1)社会的メディア・サービスを取り入れた
インフォーマルな学習の教授学的調査・検
討・モデル構成 

現在，活用されているソーシャルメディア
の統合化（システム内部でのデータの一元管 

理と個人・グループ単位での動的な管理機
構の構成）を試み，表出されるデータの定性
的，定量的解析機構の開発，それに基づく要
求事項に対応したインフォーマルな学習場
の設定を行った． 
 
(2)WEBベースの参画・協働学習支援のモデル
（ Social Intelligent Agents 技術の適用 ）
の検討・構成 

システム内に社会的な役割・機能を有する
仮想的エージェント（Social Intelligent 
Agents）を組み込み，参画・協働活動を鼓舞
する仕組みを開発した． さらに，インフォ
ーマルな学習環境の中での学習者の対人認
知に着目し，学習履歴から対人認知構造図を
抽出するシステムを開発した． 

 
(3)多次元型学習者動的モデリング（個人の
成長とグループ活動の生産性との関連）に基
づく高機能 e-Portfolioの理論構成および技
術的実装（グループ構成の動的モデリング） 

問題解決の縦糸・横糸モデルを構築し，そ
れに基づいた多次元高機能ポートフォリオ
を開発した．e-portfolio システムは，IAG
システムを用いた１つのゲーミング教材と
して実現した． 

 
(4)個人およびグループへの人とコンテンツ
の動的推薦の理論構成および技術的実装 

学習支援展開のためのインタラクション
パターンを確立し，複数のコンピュータ学習
支援者による協調的学習支援の環境デザイ
ンを行った． 

 
(5)学習活動結果としての知恵の蓄積に関す
る理論構成および技術的実装 
 
(6) 知識コミュニティ形成・発見の理論構成
および技術的実装 
 “知識コミュニティ形成の発見”の理論構
成においては，協調フィルタリング，フォー
クソノミ・タギング情報，多重トレーシング
（検索の多要因論理関数を活用）等の機能を
応用しながら，オリジナルなアルゴリズムを
考案した． 



(7) システム統合と運用テスト，実験的実践
活動と評価 

ドローイング学習支援システム，スケータ
育成支援システム，アルゴリズム的思考法の
ための学習システムを開発し，それらのシス
テムの実装及び評価を行った．また，インタ
ーラクティブナな e-ホワイトボードと e-テ
キストの提案を行った．各種の教育実践と運
用評価を行い，システムの改善，運用の教育
的利用マニュアル等を作成した． 

 
(8) “Social Competences”の教育心理学
的検討と教育工学的視点からの育成モデル
構成（実践と評価） 
 歴史学習における状態変化マップ作成に
基づいた因果関係理解をモデル化し，支援シ
ステムの評価を行った． 
 
(9) 次 世 代 LCMS(Learning & Content 
Management System) の開発と国際標準化
（ISO－SC36)への提案 

ISO SC36/WG2 Collaborative and 
Intelligent Technology(2015)にて，本科研
代表者の岡本敏雄氏と分担者の永田奈央美
氏 が “ Development of Next Generation 
e-Learning System based on Social 
Networking Architecture”という題目で本
科研の成果を報告した． 
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